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令和７年度 第１回伊勢原市男女共同参画推進委員会 会議録 

 

〔事 務 局〕 人権・広聴相談課 

 

〔開催日時〕 令和７年５月１９日（月曜日）午後６時３０分～午後７時４０分 
 

〔開催場所〕 伊勢原市役所 ２階 ２Ｃ会議室 
 

〔出 席 者〕 

 （委 員） 和田委員長、紫牟田副委員長、熊谷委員、小林委員、中里委員、 
城所委員、吉田委員、片伯部委員、仲田委員 

９名 

 （事務局） 市民生活部長、人権・広聴相談課長、ほか２名 

 

〔公開可否〕 公開 

 

〔傍聴者数〕 ０人 

 

〔配付資料〕 

○資料１ 令和７年度男女共同参画推進委員会 年間スケジュール（案） 

○資料２ 令和６年度施策の点検評価方法等について 

○別 紙 担当割り振り案 
○資料３ 令和６年度施策点検・評価報告書（案） 

 

《議事日程》 

日程第１ 開会 

日程第２ 議事 

     （１）年間スケジュールについて 

（２）第３次伊勢原市男女共同参画プランの点検評価について 

ア 点検評価方法について 

イ 評価分野の割り振りについて 

ウ 意見等の提出方法について 

エ その他 

（３）その他 

日程第３ 閉会 
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《審議の経過》 
 
日程第１ 開会 

 

【市民生活部長】 （あいさつ） 

 

【人権・広聴相談課長】 本日の会議につきましては、「伊勢原市審議会等の公開に関する

要綱」第２条第１項の規定に基づき公開で行い、後ほど会議録も公開いたします。 

議事に入る前に資料の確認を事務局からお願いします。 

 

【事務局】 （資料の確認） 

 

【人権・広聴相談課長】 よろしいでしょうか。 

 

【委員全員】 （了承） 

 

【委員長】 （あいさつ） 

 

（以降、「伊勢原市男女共同参画推進委員会規則」第６条第１項に基づき、委員長が進 

行を行う。） 

 

日程第２ 議事 

 

（１） 年間スケジュールについて 

【委員長】 年間スケジュールについて、事務局から説明をお願いいたします。 

 

【事務局】 

（資料１に基づいて、会議の開催予定及び委員改選について説明。） 

 ・今年度の会議日程については、会議ごとに日程調整を行う。 

 ・勉強会の開催は、第３回（８月）での開催予定で進め、第４回（９月）を予備日と 

する。 

 

【委員長】 事務局から、年間スケジュールについて説明がありましたが、何か質問や意見 

はありますか。 

  無いようなので、次に進みますが、何か意見等があれば適宜お願いします。 

 

（２） 第３次伊勢原市男女共同参画プランの点検評価について 

  ア 点検評価方法について 

【委員長】 点検評価方法について、事務局から説明をお願いいたします。 

 

【事務局】 

（資料２に基づいて、構成内容・評価方法について説明。なお、所管課作成の各事業の点

検評価シートの内容については説明せず、質問があれば後日対応とした。） 
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【委員長】 まずここまでで何か質問等はありますか。 

 

【委員】 この委員会に初めて参加したので、何をするのかが分からないのですが。 

 

【委員長】 （プランの体系、報告書の内容及び評価の考え方について説明） 

 

【委員】 ここに記載されている内容だけを見て評価するのは相当難しいですね。 

 

【委員長】 市の所管課による男女共同参画推進活動に対して、我々委員がこの内容で足り 

ているのか、もっとこういうことをやって欲しいといったことを意見として出します。担 

当になった部分について、他のメンバーとすり合わせをしながら、自分の考えや期待する 

ことを書いてください。 

 

イ 評価分野の割り振りについて 

【委員長】 点検評価の分野の割り振りについて、事務局から説明をお願いします。 

 

【事務局】 （資料２及び別紙に基づき、割り振り方について説明。） 

 

【委員長】 事務局から割り振り案として、前年と同一分野を担当するか別の分野を担当す 

るか、２つの案が示されています。皆さん、いかがでしょうか。 

（挙手により意見を確認。） 

別の分野を希望する方が多いので、昨年と違う割り振り案でよろしいですか。変更希望 

の方はいらっしゃいませんか。 

 

【委員全員】 （了承） 

 

【委員長】 では、割り振りについては、事務局案の別紙２を採用いたします。点検評価 

 シートはデータで送られてくるので、修正箇所が分かるようにして事務局へ返信してくだ 

さい。 

 

【委員】 ５、６ページは自分が担当するところを評価すれば良いのでしょうか。 

 

【事務局】 お見込みのとおりです。担当以外の部分でも御意見があれば、御提出ください。 

 

【委員長】 では、次の議題に進みます。 
 

ウ 意見等の提出方法について 

【委員長】 意見等の提出方法について、事務局から説明をお願いします。 

 

【事務局】 （資料２、３に基づき、意見等の提出方法について説明） 

 

【委員長】 今、説明がありましたが、提出方法とスケジュールについてですね。 
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質問、意見を伺います。 

 

【市民生活部長】 昨年御指摘いただき、数字的なところは記載されていると思います。 

 追加で何か御意見があればお願いします。 

 

【委員】 昨年やらせていただいたときに、送られてきたエクセルシートの枠外に入力をし

たのですが、そのようなやり方で大丈夫ですか。 

 

【事務局】 事務局から内容確認のため連絡をする可能性はありますが、項目が分かるよう

に記載されていれば枠外に入力いただいても問題ありません。 

 

【委員】 この評価というのは、所管課が主観で自己評価をしたものですか。 

 

【市民生活部長】 所管課が評価しています。令和６年度の取組に対して、客観的にみて目

標値に達しているかどうかという判断になります。 

 

【委員】 評価するにしても何を求められているのかがよくわかりません。 

主観の評価に対して主観で評価して意味があるのか、と思ってしまう。こういうものは客

観的な判断材料に基づいて評価しないと意味がないと思います。 

 

【委員長】 プランの体系、項目に対して、所管課の事業の取組に対して自己評価をしてい

ます。それに対して、私達委員は市民目線で本当にその取組でいいのか、市民目線の主観

で評価を行う。ここのところはこうやって頑張って欲しいというものがあれば、それを最

終的にまとめ、市長に提出して各部門にフィードバックされる流れになります。昨年度の

活動を受けて、今年度の活動に反映され、そこで修正を行う、という意味の評価と考えて

いただくと良いと思います。 

 

【委員】 それに対する回答は提示されますか。例えば、評価したことによって、所管課が

今後どういった取組をしますよっていう回答をもらえるのでしょうか。 

 

【委員長】 所管課から修正されたものが次回以降の会議資料として提示されます。完全で

はないかもしれないが、反映されたものをまた我々がさらにチェックして、良くなってい

けばと思います。 

 

【委員】 この評価を行う意味があるのか疑問なのですが。 

 

【委員長】 男女共同参画を進めていくために、市としてはどういうことができるのかとい 

うことをプランの中で様々な角度から政策として位置づけています。毎年取組を進めてい

き、事業を実施することで、男女共同参画になり、その政策の目指すものに近づいたこと

を実施しているのかどうかというところに、皆さんの意見を反映して変えていくことが、

この点検評価の意義だと思います。 

 

【委員】 この自己点検評価は何を基にやったのか、そのエビデンスが欲しいです。 
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 主観的過ぎるというか、例えばセミナーで何人参加したから良かったですみたいなところ 

がありますが、参加するのが目的ではないですよね。改善するのが目的ですよね。 

 

【委員長】 それがちゃんと書かれているところと書かれていないところがあるので、そう 

いったところを指摘してください。各所管の事業に対して、ジェンダーの視点を入れてい 

ただくとか、人権の部分を入れていただくとか、そういったところに我々が点検評価をす 

る意味があるので、そういう視点で内容を読んでいただきたい。 

 

【委員】 今年の点検評価をして、去年やろうとしている方向性が入っていないのではない 

かという質問でもいいのですか。 

 

【委員長】 はい。男女共同参画、人権、ジェンダー問題に関して市が社会的な立場や価値

を市民の窓口としてしっかり活動し、様々なところに漏れがなく、きちんと市民の目線に

立っているかという点を評価すればいいので、委員の皆さんの感覚で評価をし、意見を提

出していただいて、この会議で、皆で読み合わせて最終的な報告書を完成させることにな

ります。提出日までに質問があれば事務局に問い合わせてください。 

 

【副委員長】 記載の仕方で、市民が誤解する可能性のある部分もあるので、もう少し具体

的に書いてもらいたいところもあります。 

 

【委員】 報告書はどこかに提出されますか。 

 

【事務局】 市長に提出後、市のホームページで公表します。 

 

【委員】 自分は初めて見ました。初めて見ると分かりづらいフォーマットです。 

 

【委員長】 議論を重ねて、昨年度からこのフォーマットに変えました。年々この内容をよ

り良くしていく、次年度に向けて本当に何をやるべきかなどの思いをもっと書いてもよい

かもしれません。 

 

【市民生活部長】 この委員会は、去年から審議会となり、市長から諮問をして皆さんから 

答申をいただく、そういうキャッチボールができるような正式な立場にさせていただきま 

した。その中で報告書の内容についても、他の審議会の様式を踏まえながら、皆さんの御 

意見を出し合って、今のところはここまで精度を上げてきた状況となっています。今後も 

御意見をいただきながら、精度を上げ、報告書の内容を変えていくということも当然でき 

ますので、貴重な御意見をいただければと思います。 

 

【委員長】 他に何かありますか。よろしいですか。ぜひ、皆さんよろしくお願いします。 

 

（３）その他 

【委員長】 議題３ その他について、事務局から何かありますか。 

 

【事務局】 （特になし） 
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【委員長】 委員の皆様から、何かありますか。 

 

【委員全員】 （特になし） 

 

【委員長】 それでは、進行を事務局へお返しします。 

 

【人権・広聴相談課長】 委員長、議事進行ありがとうございました。 
 
 
日程第３ 閉会 

【人権・広聴相談課長】 それでは、最後に、閉会のあいさつを副委員長からお願いいたし 

ます。 

 

【副委員長】 （あいさつ） 

 

【人権・広聴相談課長】 以上で、第１回男女共同参画推進委員会を終了します。 

皆様、お疲れ様でした。 


